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関東経済産業局が20日発表した4月の小売り販売動向によると、1都10県の百貨店販売額は前年同月比17.5%増の1990億円となり、2カ月連続で前年を上回った。スーパーも同0.6%増の5261億円で、3カ月連続で前年を上回った。新型コロナウイルス対策のまん延防止等重点措置の解除以降、小売り各業種への来客数が増え、季節商品なども好調だった。


関東経産局が入るさいたま新都心合同庁舎1号館（さいたま市中央区）
百貨店やスーパーのほか、コンビニエンスストアが同2.4%増、家電大型専門店が同2.0%増、ドラッグストアが同1.9%増と軒並み前年を上回った。調査対象の小売り6業種のうち前年を下回ったのは同2.8%減のホームセンターのみだった。

個人消費全体では「一部に弱さが残るものの、持ち直しの動きで推移している」として2カ月連続で判断を据え置いた。同経産局の担当者は「小売り各業種やホテル、観光などは回復傾向にあるが、半導体不足や中国のロックダウン（都市封鎖）の影響を受ける自動車など厳しい業種も多い。先行きは物価高など懸念も多く、影響を注視したい」と話している。



